






発症後早期より観察できた,アレルギー性紫斑病 50 例を腎炎を合併した群と合併しなかっ

た群に分け,比較検討を試みた。腎炎合併群に於て,発症年齢が高く,初診時血清総蛋白値

の低値,血清アルブミン値の低値,血清 IgG 値の低値を認めた。また腹部症状の強い症例が

多かった。薬剤では腎炎発症群にステロイドの使用頻度が高かった。


